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要  旨 

 
本研究は、国際補助語としての英語（English as an International Auxiliary Language 以下EIAL）

に関するものである。テーマ設定の理由として、まず ALT の多様化による中学校の英語教育の現場で

の混乱があげられる。英語は英語の母語話者から指導してほしいと考えている生徒と保護者が少なくな

いが、今日、英語を公用語や第二言語で使用している非英語母語話者が ALT として世界中から来日し

ている。日本人が規範としてきた米語とは異なる音声の、日本人の聞き慣れない英語が各中学校で出回

るようになってきた。つまり、英語の音声の多様化が現実となっている。このことが原因で公立中学校

に勤務する筆者の身近に大きく取り上げざるをえない英語をめぐる混乱が起きている。 

次に、世界の英語の実情の明確化と早急な対応の必要があげられる。World Englishesという雑誌が

イギリスで創刊されたのは、1981年のことである。つまり、そのころには、’English’を’Englishes’とい

う複数形で呼び得るような環境がすでに整っていたということになるが、それから 30 年経っているの

に現在の日本ではまだイギリス英語かアメリカ英語かといった単純な図式で英語をとらえがちである。 

最後に、中学校の教科書等での未対応があげられる。文部科学省の検定済み中学校英語教科書を調査

した。どの教科書にも世界の様々な地域の人物や生活が題材として取り上げられてはいるが、そこで使

用されている多様化した英語に関する題材はほぼ皆無であった。英語の勢力の拡大と共に、世界に認知

される英語の変種の数も増加している現状にあって、イギリス英語かアメリカ英語を目標にしている日

本の英語教育は世界に立ち後れてはしまわないだろうかと心配になる。 

本論文の目的は次の 4 点とした。1)英語が普及し、EIAL として成立した理由を分析する。2)英語の

多様化の現状を分析する。3)日本英語も EIAL の 1 つととらえ、その方向性を考える。4）自主教材を

作成し、公立中学校で実際に授業実践する。 

研究方法は上記の目的を達成するため次の 3 点とした。1)論文全体の構成を、序論・本論・結論とす

る。序論では、本研究の問題の所在とテーマ設定の理由、目的と方法を概観する。本論は４章立てで、

それぞれが研究の目的に対応するように書き進める。第1章では、英語の世界的普及と変容が起こった

原因について言及し、第2章では、英語の多様化の実際を分析する。第3章では、これら英語の多様化

に日本ではどのように対応してきたのか調査し、Englishesの１つである日本英語の方向性を考察する。

第4章では、公立中学校の生徒にこれらの国際補助語としての英語の理念を伝えるための手立てについ

て考え、自主教材づくりとその実践についてふれる。結論では、本研究のまとめと考察を行い、本研究

の応用性と今後の課題について述べる。 

本論文の立脚点として、人間は多様な生き物であることから言語や文化も同様に多様であるととらえ

る。中学生に、様々なEIALの知識を与えることにより、英語は英語国民の特権的独占的な言語ではな

く、また、英語だけが外国語ではないことに気づかせる。さらに、自分たちが身につける英語は、日本

語の影響を受けた「日本英語」であり、それに対する負い目を感じる必要がないことを知らせることが

できる。中学生の段階からEIALの理念を教えることで、他者理解、異文化間理解を深める能力を身に

つけ、社会平和に貢献できる日本人を育成する一助となることを願っている。 
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